
 ６月 28 日（火）、西目屋村中央公民館において、

白神山地周辺の森林（もり）と人との共生活動に関

する協議会を委員 11 名、事務局６名、計 17 名で開

催しました。 

 この協議会は、学識経験者、地方公共団体ボラン

ティア団体等の方たちと、白神山地森林生態系保護

地域（世界遺産地域）周辺地域における保全管理、

自然再生活動等について情報交換や協議をするも

ので、平成 19 年にはじまり、今回で 17 回目を数え

ます。 

 開催にあたり、東北森林管理局唐澤森林整備部長より挨拶があり、東北森林管理局は委員

の方たちをはじめとした地域の皆様に支えられ白神山地の保全及びその周辺地域における森

林教育等、様々なことに取り組んできた。本日も忌憚のない意見をいただき、情報を交換しな

がらお互いの活動を推進していきたいとの話がありました。 

 会議では議題１として、当センターが実施している植生モニタリング調査及び一般公募に

よる自然再生活動について説明しました。委員から調査の数値をどう評価すべきか、専門家

の意見を聞くのも良いのではないかという意見が出されましたが、今後の間伐施業を実行し

ながら 10 年くらいのスパンの中で評価をしていき

たいと思います。 

 議題２として、各団体の自然再生活動について報

告がありました。新型コロナ感染症によるイベント

の中止、団体構成員の高齢化など、各団体共通の悩

みがこの協議会で共有され、せっかくこの協議会が

あるのだから、単独での活動が困難な場合は各団体

協力していくことも検討しなければならないとい

う意見が出されました。 

 議題３は、民有林及び国有林におけるマツクイム

シ、ナラ枯れ被害について、青森県（西北地域県民局）、津軽森林管理署から報告がありまし

た。今後も被害状況、防除対策についての情報を共有し、推移を注視していきます。 
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 さらに委員の方から、白神山地周辺におけるニホンジカの生息状況に関する質問が出され、

令和３年度に当センターが実施した青森側のセンサーカメラによるニホンジカ生息の確認状

況について説明しました。 

 当センターでは、今後も協議会で委員の皆様からいただいた情報・意見を参考とし、また協

議会の委員の皆様の協力を得ながら、白神山地とその周辺地域の保全、自然再生活動を推進

していきたいと考えております。（赤澤） 

 ７月７日（木）、鰺ヶ沢町内矢倉山国有林において、弘前大学人文社会科学部の学生 12 名、

引率の先生３名を迎え、津軽森林管理署、同署鰺ヶ沢森林事務所の協力のもと、森林体験学習

を開催しました。 

 今回の体験学習は、昨年 10 月に当センターが受

け入れた同大学生による聴き取り調査（白神の絆

NO.183（令和３年 11 月 26 日発行）参照）を踏まえ、

話だけではなく、実際に森林や林業の作業を体験し

たいという要望を受けて実施したものです。はじめ

ての大学生を対象とした体験学習に、どういう内容

にすべきかと、少し悩みましたが、まずはシンプル

に、山を歩き、木に触れて、汗を流す、というコン

セプトで実施することとしました。 

 前半は人工林の除伐やつる切りの体験です。まずは私たち職員が手本を示し、その後学生

たちに実際に作業してもらいました。木を伐った後に上を見上げて、木と木との間にできた

隙間に、その作業の意義を実感してもらいました。 

 後半は測樹体験です。木の太さを測る輪尺と、高

さを測るための目印とする測竿、さらには木の高さ

を測る機械（デンドロメーター、トゥルーパルス）

を用いて、スギ（人工林）の材積を測る体験です。

学生たちにそれぞれ高さを答えてもらうと、まちま

ちな答えが出てきて、この測樹にもそれ相応の年期

が必要であることを実感してもらいました（笑）。 

 作業の現地までの往復は、森林や植物の説明をし

ましたが、学生たちはメモを取り、熱心に話を聞い

てくれました。この日の体験が少しでも学生の皆さ

んの森林・林業への関心を深め、また大学に帰ってからの調査・研究の一助になってくれるな

ら、こんなに嬉しいことはありません。 

 また、今回の体験学習は弘前大学の学生のためのものでしたが、ぎこちない手つきながら、

熱心に話を聞いて作業をしていた学生たちの姿を見て、私たちも貴重な体験をしました。 

（赤澤） 
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